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 昨年10月に施行された『脱炭素社会の実現に資する等のための建築物

等における木材の利用の促進に関する法律』の第31条において、木材利

用の促進に関し特に顕著な功績をあげたものを表彰することが規定され

ました。これにより、これまで民間団体等の主催で行われてきた各種の

コンクールが政府の支援を受けて内容が拡充されることとなり、新たに

大臣賞が創設されたり表彰分野が新設されるなど、独自のアイデアや技

術的な工夫で取組まれてきた木材利用施設などが脚光を浴びる場が充実

されました。以下、その代表的な例をご紹介します。  

 まず、木材利用推進中央協議会が主催する『木材利用優良施設等コン

クール』ですが、本年度から新たに文部科学大臣賞と国産材利用推進部

門が創設されました。また、日本ウッドデザイン協会が主催する『ウッ

ドデザイン賞2022』では、新たに経済産業大臣賞、国土交通大臣賞、環

境大臣賞が創設されました。さらに、東京都が主催する「WOOD コレク

ション（モクコレ）」が今年は『WOOD COLLECTION 2022 JAPAN ReWOOD』 

の名称で国産材に特化した展示商談会として開催されます。次頁以降で

各事業の詳細をご説明します。 

  

  

木材利用施設などを表彰するコンクールでの 

大臣賞や表彰対象分野の追加が続々 
～都市の木造化推進法の制定で加速化～ 

長野麻子氏(元林野庁木材利用課長) 
新会社設立をめざして農林水産省を退職!! 

 平成30年７月から３年間にわたって林野庁木材利用課長を務めた長野麻

子氏が６月２８日付けで農林水産省を退職しました。「ウッドチェンジ」

を合言葉に、木材利用の加速化、川上・川中・川下の協調による国産材供

給体制の構築のため積極的な政策や予算措置の実施に東奔西走。森林・林

業・木材産業界内外から、その行動力と発信力に高い評価と大いなる期待

を持たれていた長野氏が「残りの人生を森のために使いたい。」と農林水

産省を退職され、１０日(水)に新会社『（株）モリアゲ』を設立されまし

た。新会社の概要や今後の取組みについては『森林と林業９月号』でご紹

介します。 
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令和４年度木材利用優良施設等コンクール 
             主催：木材利用推進中央協議会 

 木材利用推進中央協議会では、我が国に

おける木材利用の一層の推進を図るため、

平成5年から木材利用分野の拡大や特色あ

る木材利用に資する施設等を対象として、

その施主、設計者、施工者を表彰していま

す。 

 今年度は、内閣総理大臣賞、農林水産大

臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞に加

え、文部科学大臣賞が新設されました。 

 また、新たに、国産材利用の拡大に向け

た取組を積極的に行っている建築事業者等

を表彰する「国産材利用推進部門」が設け

られました。この部門の最優秀者には農林

水産大臣賞が授与されます。 

 

【募集期間】令和４年７月８日(金)～８月

２９日(月) 

WOOD COLLECTION 2022 『JAPAN ReWOOD』 
       主催：東京都・WOOD COLLECTION 2022 運営事務局 

 いま、国産木材を取り巻く環境は大きく変化しています。「ウッドショック」と

呼ばれる世界的な木材不足やロシア産木材の輸入禁止措置により木材価

格が高騰しています。その結果、国産木材の需要が急増しているものの供

給が十分に行われていない状況になっています。また、脱炭素対策として、 

成長過程で二酸化炭素を吸収する森林の循環利用の重要性に各界が注

目。高層ビル建材をはじめ、国産木材の新たな価値の創造及び幅広い産

業への活用が期待されています。  

 そこで東京都では、「ＷＯＯＤコレクション（モクコレ）2022」に引き続き、国

産木材に特化した展示商談会『WOOD COLLECTION 2022 JAPAN 

ReWOOD』を開催します。  

              開催期間：2022年8月24日（水） ～ 26日（金） 

                 時間： 10:00 ～ 17:00 

                     8月26日（金）のみ 16:30まで 

              会   場：東京都立産業貿易センター 

                     浜松町館2階展示会場 
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JAPAN WOOD DESIGN AWARD 2022 
     主催：（一社）日本ウッドデザイン協会         

 「ウッドデザイン賞」は、木の良さや価値を、デザインの力で再構築することを目的として、

優れた建築・空間や製品、活動や仕組み、研究等を表彰する制度です。 

 7月31日まで募集していましたが、「ウッドデザイン賞2022」では、最優秀賞として、農林水産

大臣賞に加えて、新たに経済産業大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞が授与されます。 

■スケジュール（予定） 

2022年6月20日～7月31日応募期間（終了） 

8月18日第一次審査結果通知 

8月19日～8月31日第二次審査申請（書類）、 

  エントリー料振込期間 

9月14日～9月28日第二次審査期間（現物等 

  審査） 

10月6日ウッドデザイン賞（入賞）結果通知・発 

  表 

11月9日最優秀賞、優秀賞、奨励賞等発表 

12⽉７⽇〜12⽉9⽇「エコプロ2022」にて表彰 

  式、受賞作品展⽰、セミナー等を実施 

令和４年7月 国会の動き 

《国会関連》 

  閉会中  

 

《政党関連》 

14日（木）政調、安全保障と土地法制に関する匿名

委員会（重要土地等調査法の施行に向けた検討

状況） 

14日（木）内閣部会、安全保障部会合同会議（重要

土地等調査法の施行に向けた検討状況） 

22日（金）政調・総合農林政策調査会・食料安全保

障に関する検討委員会・農林部会 合同会議

（肥料価格高騰対策に対する団体要請につい

て) 

 

令和４年7月 業界の動き 

 4日（月）林業機械化協会 先進的林業機械緊

急実証・普及事業の事業実施者を決定 

 4日（月）J-クレジット制度における森林管理

プロジェクトの制度見直しへの意見募集結

果を公表 

 8日（金）木材利用推進中央協議会の『木材利

用優良施設等コンクール』募集開始 

 8日（金）第44回森喜作記念顕彰の受賞者を発

表 第１部門（しいたけ等きのこ類の調

査・研究及び普及）金子周平氏 

20日（水）林野庁が民有林の無断伐採に係る都

道府県調査結果を公表 

25日（月）『ウッドデザイン賞2022』応募要項

を発表 

29日（金）林業機械化協会 「新しい林業」経

営モデル実証事業の事業実施者を決定 



  

PAGE 4  協会報 日本林業 ２０２２年 ８月号 

林野庁人事異動 令和４年7月31日付～8月1日付 
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林野庁人事異動 令和４年7月31日付～8月1日付 
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林野庁人事異動 令和４年7月31日付～8月1日付 


